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葺
き
師
の
仕
事
を
習
い
は
じ
め
た
の
は
、
昭
和

25
年
頃
や
っ
た
。
終
戦
の
ど
ん
底
の
時
分
で
、
14

か
15
歳
や
。
親
父
は
ま
だ
戦
地
か
ら
戻
ら
な
い
の

で
、親
父
の
二
番
弟
子
に
仕
事
を
習
っ
た
ん
や
が
、

こ
れ
が
軍
隊
式
の
厳
し
い
修
業
で
し
た
わ
。
そ
れ

で
も
仕
事
は
忙
し
か
っ
た
。
戦
争
で
男
手
の
な
い

集
落
が
大
半
で
、
家
数
は
あ
る
の
で
す
が
、
近
隣

に
は
屋
根
を
葺
け
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

朝
4
時
頃
に
ね
、
子
ど
も
を
連
れ
た
女
の
人
が

戸
を
叩
く
ん
で
す
。「
家
に
雨
が
漏
っ
て
大
変
な

ん
で
、
何
と
か
早
く
直
し
て
ほ
し
い
」
と
。
そ
れ

で
行
く
と
、
ワ
ラ
葺
き
屋
根
で
天
井
が
抜
け
落
ち

て
し
ま
っ
と
る
。
あ
ち
こ
ち
雨
漏
り
で
、
タ
ラ
イ

や
皿
に
オ
ヒ
ツ
ま
で
並
べ
て
。
寝
る
場
所
も
な
い

ほ
ど
大
変
な
状
態
で
し
た
。
自
分
は
ま
だ
見
習
い

や
っ
た
け
ど
、
そ
れ
を
見
て
、
が
ぜ
ん
仕
事
を
す

る
気
に
な
り
ま
し
た
わ
。

　

当
時
は
自
転
車
で
出
か
け
ま
し
た
。
ま
だ
長
靴

が
な
い
の
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
皮
で
作
っ
た
、
今
の

ブ
ー
ツ
み
た
い
な
の
を
現
場
で
履
い
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
温
か
で
、
雨
や
雪
で
も
滑
ら
な
い
毛

並
び
で
ね
。
作
業
着
は
、
母
親
が
縫
っ
て
く
れ
た

「
ど
ん
さ
、
じ
ん
べ
」
と
い
う
の
を
着
ま
し
た
。

雨
が
降
る
と
「
み
の
」
を
着
け
て
。

　

道
具
は
自
分
で
作
り
ま
し
た
。
タ
タ
キ
は
、
茅

の
木
口
が
割
れ
な
い
よ
う
に
、
ワ
ラ
縄
を
編
ん
で

巻
く
。
材
料
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
工

夫
し
て
ね
。
そ
れ
で
、
仕
事
に
出
る
と
3
カ
月
ほ

ど
家
に
は
帰
れ
な
い
ん
で
す
。次
々
に
頼
ま
れ
て
、

時
に
は
仕
事
を
し
て
い
る
家
か
ら
次
の
家
へ
、
自
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第
８
回
茅
葺
き
フ
ォ
ー
ラ
ム 

北
上
大
会

技
術
が
伝
え
継
ぐ
「
心
地
よ
さ
」
は
、
厳
し

い
修
業
が
裏
打
ち
し
て
く
れ
る

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

転
車
や
道
具
箱
だ
け
先
に
運
ば
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
。
宿
も
近
く
に
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
他

人
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う
ん
で
す
、そ
の
頃
は
。

こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
は
、
社
寺
を
含
め
て
全
国

方
々
で
屋
根
を
葺
い
て
き
ま
し
た
が
、
奈
良
の

屋
根
は
贅
沢
で
見
栄
え
が
よ
く
、
蛇
腹
も
き
れ

い
に
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

　

伊
勢
神
宮
の
仕
事
で
は
、
と
く
に
屋
根
の
水

処
理
に
関
し
て
葺
き
厚
が
極
端
に
あ
る
場
合
、

雨
水
が
下
か
ら
軒
裏
に
ま
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

茅
の
勾
配
を
立
て
て
葺
く
の
が
コ
ツ
な
の
で
す

が
、
こ
れ
な
ど
も
見
落
と
し
が
ち
な
技
の
一
つ

で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
屋
根
全
体
を
葺
く
と
き
に

は
、
し
っ
か
り
空
気
が
通
え
る
よ
う
に
「
押
し

ぼ
こ
」
で
留
め
る
加
減
な
ど
、
ま
っ
た
く
厳
し

い
修
業
か
ら
得
た
判
断
力
と
勘
が
頼
り
の
も

の
で
す
わ
。
今
は
孫
の
貴
也
（
25
）
と
順
也

（
25
）
も
一
緒
に
屋
根
に
上
が
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
か
わ
い
い
の
で
教
え
る
厳
し
さ
が
ゆ
る

く
な
っ
て
難
儀
し
と
り
ま
す
。

　

近
年
は
屋
根
に
金
属
覆
い
を
す
る
家
も
多
い

の
で
す
が
、
今
も
頑
と
し
て
被
せ
な
い
古
く
か

ら
の
お
客
さ
ん
で
友
人
で
も
あ
る
医
者
は
、「
風

邪
を
ひ
く
と
、
茅
が
菌
を
吸
っ
て
く
れ
る
」
と

い
い
ま
す
。
茅
葺
き
屋
根
全
体
に
空
気
が
通
っ

て
い
て
、「
住
ん
で
い
る
と
、
日
々
こ
こ
ろ
が

や
す
ま
っ
て
、
ほ
っ
と
す
る
」
と
。
息
子
さ
ん

も
、
も
ち
ろ
ん
茅
葺
き
の
家
が
大
好
き
で
。

嬉
し
い
こ
と
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
聞
き
手　

坂
本
善
昭
）

田
中
正
光
さ
ん　

 　

茅
葺
き
師

奈
良
県
天
理
市
山
田
町
生
ま
れ　

81
歳

山
田
萱
葺
業
四
代
目
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長
野
県
長
野
市
戸
隠
に
て
、「
信
州
戸
隠　

高
距
御
師
集
落
と
茅
葺
き
」
を
テ
ー
マ
に
平

成
28
年
6
月
17
日
・
18
日
に
第
７
回
茅
葺
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
会
場
は
戸
隠
神
社

中
社
社
殿
近
く
の
戸
隠
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
。

全
国
20
都
府
県
か
ら
１
５
０
名
が
集
ま
っ
た
。

　

当
協
会
の
安
藤
邦
廣
代
表
理
事
の
開
会
挨

拶
、
長
野
市
の
近
藤
守
教
育
長
と
戸
隠
観
光
協

会
の
極
意
憲
雄
代
表
理
事
の
歓
迎
の
挨
拶
の

後
、
元
長
野
県
立
歴
史
館
総
合
情
報
課
長
の
宮

下
健
司
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
、
平
安
時
代

か
ら
山
岳
修
験
道
の
一
大
霊
場
と
し
て
、
現
在

ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
戸
隠
の
歴
史

が
ひ
も
と
か
れ
た
。

　

続
く
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
信
州
戸
隠
の

茅
葺
き
」
と
し
て
、
開
催
地
よ
り
４
名
の
事
例

発
表
の
後
、
当
協
会
の
米
山
淳
一
理
事
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答

を
交
え
な
が
ら
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
戸
隠
を
中
心
に
長
野
市
の
歴
史
的
風

致
、
そ
の
課
題
、
戸
隠
の
集
落
と
民
家
と
そ
の

特
徴
、
生
活
文
化
と
こ
れ
か
ら
、
茅
葺
き
の
技

に
つ
い
て
、
茅
葺
き
を
軸
に
様
々
な
分
野
か
ら

発
表
が
あ
り
、
短
い
時
間
の
中
で
濃
密
な
情
報

が
提
供
さ
れ
、戸
隠
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

さ
ら
に
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
各
地
か
ら

の
報
告
」
と
し
て
、
千
曲
市
の
矢
島
氏
よ
り
国

の
名
勝
、
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
て
い

る
姨
捨
の
棚
田
と
長
楽
寺
の
茅
葺
き
建
築
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
次
に
正
会
員
の
長
谷
川

順
一
氏
よ
り
、
平
成
26
年
11
月
22
日
に
発
生
し

た
長
野
県
神
城
断
層
地
震
の
被
災
地
で
建
物
と

文
化
財
の
両
方
を
支
援
救
出
す
る
活
動
の
報
告

が
あ
っ
た
。
最
後
に
塩
澤
実
理
事
よ
り
、
平
成

27
年
（
２
０
１
５
年
）
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国

際
茅
葺
き
協
会
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
会
の
報
告
が

あ
り
、
茅
葺
き
を
取
り
巻
く
状
況
、
課
題
に
つ

い
て
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
世
界
の
中
の
茅
葺

き
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

講
演　

宮
下
健
司

「
高
距
御
師
集
落
と
し
て
の
中
社
・
宝
光
社
」

　

戸
隠
は
平
安
時
代
の
末
か
ら
山
岳
信
仰
の
場

所
と
し
て
開
か
れ
、
中
世
も
山
岳
信
仰
で
開
け

て
き
た
。
そ
の
後
、
御
師
集
落
と
し
て
成
立
し

て
い
く
江
戸
時
代
を
中
心
に
話
が
進
め
ら
れ

た
。
衆
徒
（
院
坊
・
御
師
家
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の

院
坊
の
跡
継
ぎ
と
し
て
弟
子
（
山
伏
）
を
抱
え
、

指
揮
指
導
し
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
戸
隠
は
山

岳
密
教
寺
院
と
し
て
、
本
院
（
奥
院
）、
中
院
、

宝
光
院
の
三
院
が
一
体
と
な
っ
て
年
中
仏
事
や

神
事
を
行
う
山
岳
寺
院
と
な
っ
た
。
三
院
衆
徒

は
祈
祷
等
の
宗
教
活
動
を
行
い
、
中
院
、
宝
光

院
の
門
前
に
は
衆
徒
と
と
も
に
職
人
集
団
や
門

前
百
姓
が
定
住
し
た
。
そ
の
衆
徒
と
門
前
百
姓

が
分
離
し
て
、御
師（
社
家
）と
在
家
に
分
化
し
、

門
前
集
落
が
正
徳
年
間
（
１
６
１
１
〜
１
７
）

頃
に
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
集
団
が
江
戸

時
代
に
成
立
し
て
現
在
も
こ
れ
ら
が
集
落
を
支

え
て
い
る
と
い
う
の
は
全
国
的
に
も
希
有
な
例

で
は
な
い
か
。

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
御
師
の
活
動
が
活
発
化

し
、
各
地
に
檀
那
場
を
組
織
し
、
記
録
で
は

８
万
人
を
越
え
る
檀
那
（
戸
隠
講
）
が
あ
っ
た
。

　

明
治
元
年
に
明
治
新
政
府
の
神
仏
分
離
政
策

に
よ
っ
て
、
衆
徒
は
還
俗
し
、
戸
隠
山
顕
光
寺

を
廃
し
て
、
戸
隠
神
社
が
発
足
し
た
。
江
戸
時

代
ま
で
は
戸
隠
山
顕
光
寺
の
御
師
で
あ
り
、
明

治
以
降
は
戸
隠
神
社
へ
奉
仕
し
祭
祀
に
関
わ
る

聚
長
（
神
官
・
社
家
）
と
な
っ
た
。

　

中
社
・
宝
光
社
は
、
戸
隠
山
の
麓
に
あ
る
仏

教
寺
院
で
あ
る
戸
隠
山
顕
光
寺
の
中
院
、
宝
光

院
の
門
前
に
計
画
的
に
つ
く
ら
れ
た
宗
教
集

落
・
信
仰
集
落
で
あ
る
。

奥
院　

標
高
１
３
５
６
ｍ

中
院　

標
高
１
２
０
０
ｍ

宝
光
院　

標
高
１
１
０
０
ｍ

　

全
国
の
信
仰
集
落
と
比
較
し
て
も
、
飛
び
抜

け
て
標
高
が
高
く
、
戸
隠
は
高
距
限
界
の
地
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
表
し
、「
高
距
御
師

集
落
」
と
定
義
し
た
い
。

第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン　

開
催
地
報
告

塚
原
秀
之
「
開
催
地
紹
介　

戸
隠
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
へ
」

　

長
野
市
で
は
、
善
光
寺
周
辺
地
の
善
光
寺
御

開
帳
、
戸
隠
地
域
の
戸
隠
神
社
の
式
年
大
祭
、

松
代
地
域
の
松
代
城
下
町
、
若
穂
川
田
地
域
の

街
道
と
川
田
宿
、
鬼
無
里
地
域
の
白
髯
神
社
と

祭
礼
や
諏
訪
神
社
の
御
柱
祭
な
ど
、
こ
れ
ら
地

域
固
有
の
「
歴
史
」「
文
化
」
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　

戸
隠
の
町
並
み
の
魅
力
は
、
社
殿
を
基
点
と

し
た
近
世
の
町
割
り
が
良
好
に
残
り
、
こ
の
町

割
り
の
中
に
、「
寄
棟
造
・
茅
葺
屋
根
・
せ
が

い
造
」
を
典
型
例
と
す
る
伝
統
的
建
築
物
が
多

く
残
る
。
現
在
も
36
家
の
宿
坊
が
あ
り
、
大
規

模
で
構
造
・
意
匠
に
優
れ
た
伝
統
的
な
宿
坊
建

築
が
多
く
残
る
。
信
仰
に
関
わ
る
石
造
物
や
、

屋
敷
地
を
区
画
す
る
石
垣
・
生
垣
な
ど
の
工
作

物
・
環
境
物
が
特
有
の
町
並
み
を
形
成
し
て
い

「
信
州
戸
隠　

高
距
御
師
集
落
と
茅
葺
き
」

長
野
県
長
野
市
戸
隠
大
会

第
７
回
茅
葺
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲茅葺きフォーラム

会
か
ら
の
報
告
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る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
な
町
並
み
の
な
か
に
、

戸
隠
信
仰
、
祭
礼
、
戸
隠
そ
ば
、
竹
細
工
な
ど

特
有
の
文
化
・
伝
統
が
生
き
続
け
、
人
々
が
営

み
を
継
続
し
て
い
る
。 

　

直
面
す
る
課
題
と
し
て
、
昭
和
30
年
代
以
降

の
急
激
な
観
光
地
化
に
よ
る
町
並
み
の
変
化
お

よ
び
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
と
少
子
高
齢
化

（
合
併
後
10
年
間
で
人
口
が
１
割
減
少
）
が
あ

る
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
文
化
財
課
）

と
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
）
と
が
連
携
し
、
さ
ら
に
住
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

吉
澤
政
己「
戸
隠
の
集
落
と
民
家
と
そ
の
特
徴
」

　

平
成
19
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
信
州
伝
統
的
建
造
物
保

存
技
術
研
究
会
が
実
施
し
た
景
観
重
要
建
造
物

等
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
戸
隠
地
域
に
は
伝
統

的
な
建
物
が
３
１
４
棟
あ
り
、
茅
葺
は
鉄
板
被

覆
を
含
む
と
２
５
５
棟
で
あ
っ
た
。
こ
の
茅
葺

の
中
に
は
、
平
屋
で
軒
を
せ
が
い
造
に
す
る
形

式
、
中
二
階
を
出
梁
造
で
せ
り
出
す
形
式
の
建

物
が
あ
り
、
技
法
的
に
も
意
匠
的
に
も
優
れ
た

建
物
が
数
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
養
蚕
の
影

響
か
中
二
階
の
前
面
を
は
ね
上
げ
た
屋
根
と
す

る
形
式
の
建
物
も
相
当
数
あ
っ
た
。
中
社
・
宝

光
社
の
宿
坊
は
、
規
模
が
大
き
く
、
二
階
が
発

達
し
た
茅
葺
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

宿
坊
（
社
家
）
の
建
築
事
例
と
し
て
極
意
家

住
宅
が
紹
介
さ
れ
た
。
極
意
家
は
、
戸
隠
神
社

中
社
社
殿
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
る
宿
坊
で
、

近
世
に
は
徳
善
院
と
称
し
た
。
建
物
配
置
は
、

間
口
６
間
半
、
奥
行
５
間
の
寄
棟
造
、
茅
葺
き

客
殿
と
間
口
11
間
、奥
行
７
間
半
の
入
母
屋
造
、

茅
葺
総
二
階
の
庫
裏
か
ら
な
る
。
戸
隠
神
社
中

社
の
宿
坊
と
し
て
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。

徳
武
洋
友
「
戸
隠
の
生
活
文
化
、
活
動
、
こ
れ

か
ら
」

　

子
供
の
頃
（
昭
和
20
年
代
〜
30
年
代
）
は
、

ほ
と
ん
ど
の
家
々
は
茅
葺
き
屋
根
で
あ
っ
た
。

自
分
の
住
む
中
社
地
区
は
、
越
水
ヶ
原
に
広
大

な
茅
場
を
所
有
し
て
い
た
。
毎
年
10
月
30
日
の

茅
刈
り
に
は
、
全
て
の
家
か
ら
老
若
男
女
を
問

わ
ず
出
て
茅
を
刈
り
取
り
、
そ
れ
が
毎
年
２
戸

の
葺
き
替
え
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
宿
坊
を
除

く
と
、
竹
細
工
と
炭
焼
き
、
農
業
に
よ
っ
て
生

計
を
立
て
て
い
た
。
昭
和
38
年
の
村
営
ス
キ
ー

場
が
開
設
さ
れ
て
以
降
、
通
年
観
光
地
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
き
、
茅
葺
き
家
屋
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
茅
場
も
そ
の
役
割
を
終
え
て
う
っ

そ
う
と
し
た
雑
木
林
と
な
っ
た
。
15
年
程
前
に

ま
だ
残
る
貴
重
な
家
々
、
ま
ち
並
み
を
残
し
、

景
観
を
整
備
し
、
後
世
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

有
志
が
立
ち
上
が
っ
た
が
、
理
解
を
得
ら
れ
ず

頓
挫
し
て
い
た
。
３
年
前
か
ら
行
政
の
力
強
い

後
押
し
で
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

む
け
て
動
き
出
し
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
や
ま
ち
並
み
を
共
有

の
宝
と
し
て
、
訪
れ
る
人
に
も
心
地
よ
く
、
地

域
住
民
が
誇
り
を
持
っ
て
住
め
る
ま
ち
、
若
者

た
ち
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
更
な
る
戸
隠
観
光
の
発
展
に
欠
か
せ
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

松
澤
敬
夫
「
信
州
の
茅
葺
き
の
技
」

　

茅
葺
き
は
越
後
高
田
葺
き
と
し
て
信
州
・
越

後
・
上
州
地
方
に
住
み
込
み
、
今
日
に
技
術
を

伝
え
て
き
た
歴
史
が
は
っ
き
り
屋
根
の
型
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
屋
根
葺
き
は
集
落
全
員
で

結
と
い
う
形
で
行
い
、
棟
梁
も
何
人
も
村
内
に

春
来
て
秋
帰
っ
て
い
っ
た
。
技
術
も
そ
れ
ぞ
れ

競
い
合
い
、
進
歩
に
繋
が
り
、
６
０
年
で
葺
替

え
る
ま
で
持
た
せ
て
き
た
。
一
代
に
一
回
の
総

葺
替
え
で
あ
っ
た
。

　

ク
リ
、
ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ
を
用
い
た
サ
ス
は
、

本
サ
ス
、
負
い
サ
ス
に
分
け
て
荷
重
を
分
散
、

棟
は
か
ん
ざ
し
と
い
い
垂
木
を
逆
木
に
使
う
、

軒
は
縄
取
り
・
膝
押
し
の
２
つ
の
材
を
垂
木
に

取
り
付
け
る
。
麻
殻
の
軒
付
か
ら
平
葺
き
、
島

田
編
、
土
俵
締
め
、
シ
コ
ロ
な
ど
棟
納
め
ま
で

コ
ガ
ヤ
（
カ
リ
ヤ
ス
）
の
豪
雪
地
域
で
の
屋
根

葺
き
技
術
を
紹
介
。

第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン　

各
地
か
ら
の
報
告

矢
島
宏
雄
「
姨
捨
の
棚
田
と
茅
葺
き
」

　

姨
捨
の
棚
田
は
、
平
成
11
年
5
月
に
国
の
名

勝
に
指
定
、
平
成
22
年
2
月
に
国
の
重
要
文
化

的
景
観
に
選
定
さ
れ
た
。
我
が
国
で
初
め
て
文

化
財
指
定
を
受
け
た
農
耕
地
、
棚
田
が
織
り
な

す
文
化
的
景
観
で
あ
る
。
古
く
か
ら
月
見
の
名

所
・
棄
老
説
話
で
有
名
な
姨
捨
地
区
（
標
高

４
６
０
〜
５
６
０
ｍ
）
の
斜
面
に
は
、
千
曲
川

や
善
光
寺
平
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
盆
地
を
臨
ん

で
、約
１
５
０
０
枚
の
棚
田
が
展
開
し
て
い
る
。

現
在
み
る
棚
田
は
、
代
々
こ
の
地
の
人
び
と
が

耕
作
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
耕
作
の
継
続
な

く
し
て
、
棚
田
景
観
の
保
全
は
で
き
な
い
。

　

名
勝
「
姨
捨
（
田
毎
の
月
）」
指
定
地
長
楽

寺
地
区
は
、
更
級
川
を
挟
み
、
天
台
宗
の
寺
院

の
姨
捨
山
放
光
院
長
楽
寺
が
あ
る
。
現
在
、
長

楽
寺
に
は
本
堂
は
じ
め
月
見
堂
・
観
音
堂
・
月

見
殿
が
あ
り
、
本
堂
の
板
葺
き
を
除
き
茅
葺
き

で
あ
る
。
名
勝
保
存
整
備
事
業
（
平
成
14
〜
23

年
度
）
に
お
い
て
、
歴
史
的
環
境
整
備
を
目
的

に
鉄
板
葺
き
の
屋
根
を
建
築
当
初
の
茅
葺
き
に

修
理
を
行
っ
た
。

長
谷
川
順
一
「
白
馬
小
谷
の
茅
葺
き
民
家　

—

震
災
被
災
の
現
場
で
見
え
た
こ
と
ー
」

　

２
０
１
４
年
11
月
22
日
に
起
こ
っ
た
長
野
県

神
城
断
層
地
震
。
高
齢
化
、
過
疎
化
、
地
域
か

ら
人
が
抜
け
て
い
く
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
中
、
震
災
後
の
対
応
を
誤
れ
ば
、
む
こ

う
20
年
、
30
年
の
変
化
が
加
速
し
て
し
ま
う
こ

と
を
中
越
地
震
の
経
験
か
ら
危
惧
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
も
応
急
被
災
度
判
定
「
危
険
」
即
解

体
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
建
物
が
壊
さ
れ
て
い
っ

た
。
震
災
後
６
日
目
か
ら
小
谷
村
、
白
馬
村
を

中
心
に
被
災
家
屋
の
修
復
相
談
会
を
開
い
た
。

12
月
３
日
か
ら
雪
が
降
り
始
め
た
。
村
で
は
帰

る
た
め
の
家
を
つ
ぶ
し
て
は
な
ら
な
い
と
被
災

家
屋
の
応
急
処
置
な
ど
獅
子
奮
迅
の
動
き
を
し

て
お
り
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
。
被
災

地
は
塩
の
道
の
街
道
沿
い
、
人
と
物
と
文
化
の
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う
か
が
え
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
茅
葺
き
を

巡
っ
た
。
か
つ
て
の
漁
村
で
今
は
サ
マ
ー
ハ
ウ

ス
や
週
末
住
宅
と
し
て
利
用
が
人
気
が
あ
る
と

い
う
茅
葺
き
集
落
。
世
界
で
最
も
古
い
野
外
博

物
館
の
ひ
と
つ
で
あ
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
野

外
博
物
館
に
は
、
40
ｈ
ａ
も
の
敷
地
に
デ
ン

マ
ー
ク
文
化
圏
各
地
か
ら
移
築
さ
れ
た
民
家
を

中
心
と
し
た
80
棟
を
超
え
る
歴
史
的
建
造
物
が

あ
る
。
感
心
し
た
の
は
様
々
な
地
域
や
時
代
に

基
づ
く
多
様
な
建
築
材
料
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

忠
実
に
修
復
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ

の
敷
地
内
で
自
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
ゴ
ッ
ド
ラ
ン
ド
島
で
か
つ
て
行
わ
れ
て
い

た
セ
ッ
ジ
葺
き
を
再
現
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
わ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
茅
葺
き
と
い
う

と
現
代
建
築
に
葺
か
れ
た
り
、
新
し
い
技
術
や

材
料
を
開
発
し
た
り
と
先
進
的
な
印
象
が
あ
っ

た
が
、
野
外
博
物
館
の
よ
う
な
場
所
が
伝
統
的

な
文
化
を
継
承
す
る
場
と
し
て
、
建
物
だ
け
で

は
な
く
行
為
を
保
存
し
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
伝
え
る
努
力
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
文
化
財
が
迷
っ
た
時
に
立
ち
返
る
指
標
と

し
て
意
味
を
持
ち
、
新
し
い
こ
と
を
す
る
時
に

は
思
い
切
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
為
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
野
外
博
物

館
も
建
物
を
剥
製
と
し
て
並
べ
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
建
物
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
生
活
文

化
や
価
値
観
や
人
の
生
き
方
を
伝
え
る
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。　
　

（
文
責　

上
野
弥
智
代
）

茅ふきたより　第 17 号 2017.05

▲宝光社 越志家の葺き替え現場　説明 小谷屋根松澤敬夫さん

交
流
が
多
様
な
地
域
で
あ
り
、
個
々
の
建
物
を

み
て
い
く
う
ち
に
、
地
域
の
文
化
、
地
域
性
が

色
濃
く
残
っ
て
い
る
地
域
だ
と
い
う
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
た
。
い
よ
い
よ
春
か
ら
建
物
が
取
り

壊
さ
れ
る
と
い
う
と
き
、
史
料
救
援
ネ
ッ
ト
を

立
ち
上
げ
た
。
古
い
も
の
が
あ
ら
た
め
ら
れ
る

こ
と
な
く
消
え
て
い
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
の
が
活
動
の
原
点
。
建
造
物
・
史
料
、
そ

し
て
仏
像
・
彫
刻
の
３
分
野
が
連
携
し
、
の
べ

３
０
０
名
が
被
災
地
に
か
け
つ
け
１
年
間
で
64

棟
の
民
家
、
土
蔵
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

指
定
、
登
録
さ
れ
て
い
る
文
化
財
だ
け
守
れ

ば
い
い
の
か
。
そ
の
す
そ
野
に
あ
る
未
指
定
で

文
化
的
価
値
の
検
証
評
価
を
受
け
て
い
な
い
建

造
物
と
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
の
痕
跡
や
史

料
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
願
う
。

塩
澤
実
「
国
際
茅
葺
き
協
会ITS

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
大
会
報
告
」

　

国
際
茅
葺
き
協
会
Ｉ
Ｔ
Ｓ
に
は
、オ
ラ
ン
ダ
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
日
本
の
七
カ
国
が
加

盟
し
て
い
る
。

　

総
会
で
は
、
各
国
の
代
表
か
ら
、
事
業
と
し

て
茅
葺
き
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
問
題
点
や
今

後
の
展
望
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。
環
境
、
持
続

可
能
な
開
発
、
気
候
の
緩
和
に
対
し
て
、
茅
葺

き
が
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
の
が
お
お
む
ね
共

通
し
て
い
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
茅
の
導
入
が
茅
葺
き
屋
根
の
品
質
向
上

に
つ
な
が
る
と
す
る
な
ど
、
各
国
の
お
国
柄
の

第
７
回
茅
葺
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

見
学
会

▲宝光社　武井家

▲中社　極意家▲戸隠神社奥社随神門にて
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学
生
古
民
家
再
生
団
体「
古
民
家
族
」

～

“
楽
し
く
学
ぶ
”
を
モ
ッ
ト
ー
に

　
　
　
　

武
庫
川
女
子
大
学

　
　
　
　

古
民
家
族（
こ
み
ん
か
ぞ
く
）

　

「
古
民
家
族
」と
は
、兵
庫
県
西
宮
市
の
北
部
、

山
口
町
船
坂
に
お
い
て
、
推
定
築
年
数
一
八
〇

～

二
〇
〇
年
の
古
民
家
を
武
庫
川
女
子
大
学
の

学
生
が
主
体
と
な
り
、
修
復
・
復
元
を
行
っ
て

い
る
団
体
で
す
。“
楽
し
く
、学
ぶ
”を
モ
ッ
ト
ー

に
、
月
に
一
・
二
回
の
活
動
に
お
い
て
、
修
繕

工
程
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
手
で
実
際
に
触
っ

て
、
見
て
、
体
験
し
な
が
ら
伝
統
文
化
や
、
日

本
の
建
築
様
式
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
幸
運
な
き
か
っ
け
、
偶
然
の

連
続
で
実
現
し
ま
し
た
・
武
庫
川
女
子
大
学
四

回
生
の
生
徒
が
古
材
の
研
究
を
し
た
い
と
古
材

問
屋
さ
ん
を
訪
れ
た
こ
と
、
同
時
期
に
船
坂
古

民
家
の
有
効
活
用
の
依
頼
が
古
材
問
屋
さ
ん
に

来
て
い
た
こ
と
、
加
え
て
専
門
知
識
を
も
つ
知

識
者
の
方
と
出
会
え
た
こ
と
が
重
な
り
、
そ
の

交
流
の
中
で
活
動
が
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

知
識
者
の
方
と
材
料
提
供
を
い
た
だ
く
古
材
問

屋
さ
ん
の
協
力
の
下
、
活
動
が
二
〇
〇
六
年
に

本
格
化
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
現
在
で
十
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
十
年
間
の
活
動
の
背
景
に
は
一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
含
め
、
多
く
の
方
と

の
“
縁
”
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
“
縁
”
の

お
か
げ
で
、
茅
葺
き
職
人
さ
ん
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
、
茅
葺
き
屋
根
の
修
復
作
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

古
民
家
族
年
に
1
度
、
一
週
間
ほ
ど
の
日
程

を
と
り
職
人
の
方
々
か
ら
の
ご
指
導
の
下
、
学

生
自
身
が
自
分
の
地
下
足
袋
を
履
き
、
茅
葺
き

屋
根
に
上
が
り
作
業
を
す
る
”
茅
葺
き
ウ
ィ
ー

ク“
が
二
〇
〇
九
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、

学
生
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
年
明
け

の
活
動
で
刈
っ
た
材
料
を
使
用
し
、
少
し
ず
つ

葺
き
替
え
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
古
民
家
再
生

を
始
め
、
八
年
が
経
っ
た
二
〇
一
五
年
八
月
に

1
棟
の
古
民
家
の
茅
葺
き
屋
根
を
葺
き
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
、
二
〇
一
六
年
か

ら
船
坂
に
あ
る
別
の
古
民
家
の
茅
葺
き
屋
根
に

も
着
手
し
、
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
学
生
自

身
で
屋
根
の
下
地
か
ら
修
復
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
自
分
達
が
刈
っ
た
材
料
で
、
少
し
ず
つ
自

分
達
の
手
を
使
い
作
業
を
行
う
と
い
う
人
生
に

と
っ
て
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

室
内
の
修
復
に
お
い
て
は
、
囲
炉
裏
や
、
床

板
の
設
置
、
三
和
土
を
作
る
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
度
は
“
お
く
ど
さ
ん
”

の
設
置
を
行
い
、
日
本
に
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
、
お
く
ど
さ
ん
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
職

人
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
使
用
す
る
土
を
学

生
の
足
で
練
っ
た
り
、土
台
を
組
ん
だ
り
し
て
、

四
月
か
ら
三
カ
月
か
け
六
月
に
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
七
月
に
は
実
際
に
使
用
し

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
釜
で
ご
飯
を
炊
き

使
用
し
ま
し
た
。
囲
炉
裏
も
、
忘
年
会
な
ど
で

▲屋根葺き

活
動
紹
介

▲おくどさん▲８年かかって少しづつ茅葺き屋根を葺き上げた

▲屋根下地の修復
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第
11
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
上
山
高
原
に

参
加
し
て　
　
　

塩
澤　

実

　

２
０
１
６
年
１
０
月
、
湯
村
温
泉
と
松
葉
ガ

ニ
で
有
名
な
兵
庫
県
新
温
泉
町
に
て
開
催
さ
れ

た
、
第
11
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
in
上
山
高
原
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。

　

初
日
は
ま
ず
上
山
高
原
の
見
学
会
。
初
め
て

訪
ね
る
山
頂
草
原
に
至
る
細
い
車
道
を
登
っ
て

行
く
と
「
旧
草
原
界
」
と
い
う
標
識
が
。
し
か

し
周
辺
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
森
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

か
つ
て
周
辺
集
落
共
有
の
採
草
放
牧
地
と
し
て

使
わ
れ
て
来
た
上
山
高
原
が
、
和
牛
飼
育
の
目

的
が
使
役
牛
か
ら
肉
用
牛
と
変
わ
り
、
放
牧
か

ら
畜
舎
で
の
飼
育
へ
と
移
る
中
で
、
利
用
さ
れ

な
く
な
り
か
な
り
縮
小
し
て
し
ま
っ
て
い
る
事

を
伺
わ
せ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
稜
線
上
に
出
た
途
端
に
広
が
る

30
ｈ
ａ
を
越
え
る
草
原
は
、
秋
晴
れ
の
空
の
下

で
一
面
に
銀
波
輝
く
見
渡
す
か
ぎ
り
の
ス
ス
キ

原
の
景
観
を
成
し
、
尾
花
越
し
に
日
本
海
を
望

む
眺
望
と
相
ま
っ
て
す
ば
ら
し
い
開
放
感
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
上

山
高
原
自
然
再
生
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
解

説
に
よ
る
と
、
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
り
一
度

は
荒
れ
て
し
ま
っ
た
草
原
を
、
人
の
手
に
よ
り

再
生
し
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
。
現
在
で
も
春
先

会
員
か
ら
の
報
告

の
火
入
れ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
草
原
植
生

の
維
持
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
放
牧
や
飼
料

と
し
て
の
採
草
と
い
う
需
要
の
低
下
に
代
わ
っ

て
、
茅
材
と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
実
際
に
少
し
丈
が

短
い
も
の
の
、
お
持
ち
帰
り
し
た
く
な
る
程
に

茅
と
し
て
品
質
の
良
い
ス
ス
キ
が
繁
茂
し
て
い

ま
し
た
。

　

鳥
取
県
と
接
し
中
国
山
地
の
東
端
を
成
す
上

山
高
原
は
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
連
な
り
、

貴
重
な
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
大
型
猛
禽
類
の
狩
り
場

と
し
て
も
非
常
に
重
要
と
の
事
で
、
茅
と
し
て

の
草
原
の
利
用
と
草
原
生
態
系
や
景
観
の
保
全

が
組
み
合
わ
さ
っ
て
行
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

2
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
基
調
講
演
と

各
地
か
ら
の
実
践
報
告
の
後
、
分
科
会
に
別
れ

て
討
議
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
「
茅
葺
き

文
化
の
継
承
の
た
め
の
茅
場
の
保
全
・
再
生
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博

物
館
の
橋
本
佳
延
先
生
と
と
も
に
、
こ
ち
ら
の

進
行
を
仰
せ
つ
か
っ
て
来
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
茅
葺
き
を
取
り
巻
く
現
状
と
し

て
、
ま
ず
農
業
の
変
化
に
よ
る
飼
料
、
肥
料
と

し
て
の
草
資
源
の
利
用
が
停
止
し
て
、
採
草
活

動
が
滞
る
事
で
屋
根
用
の
茅
の
不
足
に
陥
り
、

材
料
不
足
に
よ
る
茅
葺
き
職
人
の
離
職
と
後
継

者
減
を
招
き
、
絶
対
数
の
不
足
か
ら
職
人
の
担

う
役
割
分
担
の
増
加
が
単
価
の
上
昇
を
も
た
ら

し
た
経
緯
を
私
か
ら
ご
説
明
し
た
上
で
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
茅
葺
き
職
人
の
相
良
育
弥(

淡

鍋
を
作
り
活
用
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
作
業
を

し
て
、
完
成
し
た
も
の
を
自
分
た
ち
で
使
っ
て

み
る
、
当
時
の
も
の
を
復
元
し
、
経
験
し
て
み

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
古
民
家
族
の
良
さ
で

す
。

　

茅
葺
古
民
家
は
、
屋
根
・
壁
・
柱
・
梁
な
ど

す
べ
て
が
再
利
用
で
き
る
エ
コ
住
宅
で
あ
り
、

地
震
に
対
応
で
き
る
伝
統
的
な
造
り
を
持
ち
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
古
民
家
再
生
活
動
は
、
学
生

と
し
て
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
私
た
ち
に
古
く
か

ら
の
素
晴
ら
し
い
知
識
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
エ
コ
住
宅
（
茅
葺
古
民
家
）
を
再
生
す
る

作
業
の
中
で
、
私
た
ち
も
エ
コ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
解
体
作
業
で
出
る
建
築
廃
材
を
極
力

少
な
く
す
る
た
め
、
徹
底
的
な
ご
み
の
分
別
を

行
い
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
で
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、

廃
材
の
一
部
を
新
築
物
件
の
材
料
と
し
て
使
用

す
る
と
い
う
試
み
を
行
い
ま
し
た
。
古
材
の
中

に
は
五
〇
〇
年
以
上
前
、
室
町
時
代
の
材
木
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
材
料
な
ど
も
存
在
し
、
古

く
て
も
本
当
に
良
い
も
の
は
何
度
で
も
使
用
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
学
生
の
多
く
は
古

材
の
魅
力
を
実
際
に
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来

て
い
ま
す
。

　

茅
葺
古
民
家
が
解
体
さ
れ
続
け
て
い
る
今
、

古
民
家
を
再
生
し
て
い
く
た
め
に
は
そ
の
地
域

の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
古
民
家

族
に
お
い
て
も
今
後
、
地
元
の
方
々
と
交
流
を

深
め
、
共
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標

と
し
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

▲上山高原 ▲上山高原
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河
か
や
ぶ
き
屋
根
保
存
会
く
さ
か
ん
む
り)

と

三
木
宏
衣
祐(

但
馬
茅
葺)

、
茅
材
屋
さ
ん
の

長
田
友
和(

富
士
勇
和
産
業)

、
行
政
か
ら
橋

詰
清
孝(
神
戸
市
教
育
委
員
会)

の
各
氏
か
ら
、

現
場
で
の
実
情
と
想
い
を
語
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

講
演
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
た
報
告
に
会
場
か

ら
の
意
見
も
合
わ
さ
り
、
茅
葺
き
文
化
の
持
続

性
を
担
保
す
る
た
め
に
茅
の
供
給
態
勢
の
仕
組

み
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
の
か
？
に
つ
い
て
は

あ
る
程
度
議
論
が
深
ま
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
せ
っ
か
く
草
原
の
保
全
に
取
り
組
む
方
々

が
多
く
出
席
し
て
下
さ
っ
て
い
る
機
会
に
し
て

は
、
草
原
保
全
に
お
け
る
茅
葺
き
文
化
と
の
連

携
に
つ
い
て
、
用
法
と
効
能
を
具
体
的
に
詳
ら

か
に
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、

自
分
の
進
行
の
拙
さ
を
悔
い
る
結
果
と
も
な
り

ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
橋
本
先
生
が
ま
と
め
て
下
さ
り

全
体
会
へ
の
報
告
と
な
り
ま
し
た
が
、
茅
の
利

用
と
生
物
多
様
性
の
保
全
は
密
接
し
て
い
る
以

上
、
お
互
い
に
出
来
る
事
か
ら
手
を
繋
ぐ
輪
を

も
っ
と
広
げ
て
行
く
た
め
に
も
、
今
後
も
草
原

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
の
関
わ
り
を
密
に
し
て

行
か
ね
ば
と
思
い
を
新
た
に
す
る
３
日
間
で
し

た
。

　

最
終
日
は
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
と
し
て
草
原

を
抱
え
る
各
地
の
首
長
さ
ん
た
ち
が
集
い
、
議

論
の
上
で
以
下
の
「
第
11
回
全
国
草
原
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
」
を
採
択
し
て
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

一
、
草
原
の
保
全
や
活
動
に
関
わ
る
人
材
を
掘

り
起
こ
し
育
成
し
、
活
動
の
理
解
者
、
応
援
者

を
増
や
し
ま
す
。

一
、
草
原
を
持
続
的
に
活
用
す
る
ス
モ
ー
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
地
域
と
共
に
創
出
し
ま
す
。

一
、
草
原
の
保
全
と
持
続
的
利
用
に
関
す
る
地

域
住
民
や
行
政
、
企
業
と
の
連
携
を
推
進
し
ま

す
。

一
、
草
原
の
保
全
活
動
に
関
わ
る
地
域
間
で
の

情
報
交
換
や
学
び
合
い
を
促
進
し
ま
す
。

 　　

宣
言
の
謳
う
大
き
な
輪
の
広
が
り
の
中
に
、

茅
葺
き
と
い
う
文
化
も
生
き
続
け
て
行
き
た
い

も
の
で
す
。

お
く
や
み

 

平
成
28
年
10
月
７
日
に
本
会
正
会
員
で
あ
る

小
林
茅
葺
屋
根
屋
の
小
林
勝
洋
さ
ん
（
茨
城
県

日
立
市
）が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
74
歳
で
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲平成 26 年長浜大会にて息子さんと

▲上山高原で草原の保全再生活動の解説に耳を傾ける ▲参加者に茅葺きの道具を紹介する相良育弥

▲上山高原のススキ草原に咲くリンドウ
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　　第８回茅葺きフォーラム
　　「これからの民家園を考える」　　主催 /日本茅葺き文化協会　共催 /北上市　北上市教育委員会　

◎
み
な
さ
ん
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
！

茅
葺
き
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
と
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

茅
刈
り
、
葺
き
替
え
情
報
大
歓
迎
。
事
務
局

宛
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
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各
地
で
野
焼
き
が
行
わ
れ
て
芽
吹
き
の

春
、
屋
根
葺
き
も
始
ま
り
、
初
夏
、
茅
葺
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
頃
に
は
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
、

そ
し
て
10
月
土
用
す
ぎ
に
は
全
国
で
茅
刈
り

が
始
ま
る
。
こ
の
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
に

３
ｍ
も
成
長
し
、
青
い
と
き
は
動
物
の
餌
と

な
り
、
枯
れ
て
刈
り
取
ら
れ
て
屋
根
の
材
料

と
な
り
、
腐
っ
て
な
お
肥
料
と
な
り
、
ま
た

春
に
は
地
面
か
ら
芽
吹
い
て
く
る
。
草
の
力

は
す
ご
い
な
あ
と
あ
ら
た
め
て
思
う
。（
弥
）

イ べ ン ト 情 報

【６月 17 日（土）】
　１０：３０　開場、受付開始
　１１：３０　日本茅葺き文化協会総会
　
　１３：３０　第８回茅葺きフォーラム
　１３：４５　講演
　　　　　　　「世界の民家園」
　　　　　　　岸本章（多摩美術大学環境デザイン学科　教授）

　１４：４５　「これからの民家園を考える」事例発表
　　　みちのく民俗村（岩手県北上市）
　　　遠野ふるさと村（岩手県遠野市）
　　　福島市民家園（福島県福島市）
　　　日本民家集落博物館（大阪府豊中市）
　　　長屋門公園（神奈川県横浜市）
　　　南部茅について（岩手県金ケ崎町）

　１６：４５　「これからの民家園を考える」パネルディスカッション
　　　コーディネータ：米山淳一（地域遺産プロデューサー・日本茅葺き文化協会理事）
　　　パネリスト　岸本章、みちのく民俗村、遠野ふるさと村、福島市民家園、
　　　日本民家集落博物館、長屋門公園、岩手県金ケ崎町
　　　まとめ　安藤邦廣（日本茅葺き文化協会代表理事）

　１８：１５　閉会　
　１８：３０〜２０：３０　情報交換会

【６月１８日（日）】
○８：３０〜１２：３０　見学Ａコース
　　みちのく民俗村
　　昼食
　　１２：３０　解散（希望者　JR 北上駅送迎　到着１３：００頃）
○８：３０〜１６：００　Ｂコース
　　Ａコース＋毛越寺の常行堂および周辺の茅葺き民家
　　１６：００　解散　（希望者　JR 一ノ関駅送迎　到着１６：３０頃）

日　時：2017 年 6月 17日 ( 土 ) 〜 6月 18日 ( 日 )
会　場：○フォーラム・総会：みちのく民俗村・展勝地レストハウス（岩手県北上市立花１４）
　　　　○情報交換会：みちのく民俗村
宿　泊：ホテルシティプラザ北上（岩手県北上市川岸 1-14-1）
参加費：［資料費］一般【2,000】円、会員・学生【1,000】円
　　　　［情報交換会費］【3,000】円（各地の飲みもの持ち込み大歓迎！）
　　　　［宿泊費］【7,500】円（税込・1泊朝食付）
　　　　［見学会費］Ａコース（半日）【2,000】円　　／　　Ｂコース（１日）【2,000】円（予定）（昼食代含む）
お申込み、お問合せ：日本茅葺き文化協会事務局
申込み締め切り　：６月２日（金）

▲デンマークの野外博物館

▲みちのく民俗村

みちのく民俗村
みちのく民俗村は、北上川と和賀川の合流する市立公園展
勝地内にある。谷合いと丘陵地約７ha の敷地に、国重要
文化財旧菅野家住宅など北上川流域とその周辺の茅葺民家
10棟ほか大正建築の名残をもつ旧黒沢尻高等女学校校舎
など 19 棟、合計 29 棟の建物を移築復原した東北有数の
野外博物館である。
園内には南部藩と伊達藩の境塚が残り、村の環境復元も忠
実に行われている。民家を保存しながら地域の歴史と暮ら
しを学ぶことのできる野外博物館として平成 4年に整備
された。


